
村
落
祭
祀
の
機
能
と
構
造
滋
賀
県
草
津
市
下
笠
町
の
頭
屋
行
事
を
中
心
に

宇
野
日
出
生

目
6
0
の
目
6
言
苫
§
島
即
5
象
o
目
o
吟
く
声
已
嬉
ヴ
o
ロ
リ
ー
り
“
目
o
ひ
霧
⑦
晶
『
曽
δ
昌
♂
曽
o
喰
臣
日
o
噌
留
占
庁
o
芦
誉
8
雷
口
Ω
口
o
晦
宮
噌
勺
苫
瀞
6
言
苫

は
じ
め
に

0
下
笠
町
の
景
観

②
村
の
組
織

③
村
の
行
事

ま
と
め

付
録

［論
文
要
旨
】

　
滋
賀
県
草
津
市
下
笠
町
は
、
琵
琶
湖
の
南
端
東
部
寄
り
に
位
置
す
る
集
落
で
、
肥
沃
な
平
野
部
に

開
け
た
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
世
に
お
い
て
発
達
し
た
村
落
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
頭
屋

行
事
を
通
し
て
祭
祀
と
神
撰
の
関
係
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

　
下
笠
の

頭
屋
行
事

は
、
老
杉
神
社
を
含
ん
だ
八
か
村
の
座
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
か
村

は
、
現
在
の
下
笠
町
内
の
行
政
区
域
（
十
一
地
区
）
と
は
、
全
く
一
致
し
な
い
。
旧
八
か
村
（
八
地

区
）
は
、
殿
村
・
細
男
村
・
王
之
村
・
獅
子
村
・
鉾
之
村
・
天
王
村
・
十
禅
師
村
・
今
村
を
指
し
、

こ
の
村
の
順
列
に
則
し
て
、
毎
年
一
か
村
が
頭
屋
行
事
を
つ
と
め
る
の
で
あ
る
。
各
村
は
血
縁
に
よ
っ

て

構
成
さ
れ
、
日
常
生
活
や
祭
祀
の
基
本
単
位
を
形
成
し
た
。
「
神
事
記
録
」
に
よ
る
と
、
十
四
世

紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
お
い
て
の
祭
礼
行
事
が
確
認
で
き
る
。
特
に
上
記
の
宮
座
八
か
村
の

存
在
形
態
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を
成
し
て
い
る
が
、
現
行
の
老
杉
神
社
の
諸
祭
礼
中
に
お
い
て
、

八
か
村
が
関
わ
り
を
有
す
る
祭
礼
は
、
か
か
る
頭
屋
行
事
の
み
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
祭
礼
行
事
に
と
っ
て
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
部
分
は
、
頭
屋
で
調
製
さ
れ
た
特
殊
神
撰

の

調
進
献
供
に
あ
っ
た
。
ま
た
祭
り
本
日
に
お
け
る
神
社
で
の
献
鱗
や
撤
鐸
の
儀
礼
中
に
は
、
祭
祀

組
織
の
古
態
を
残
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
以
上
の
視
点
の
も
と
に
、
頭
屋
行
事
を
通
し
て
村
落
祭
祀

の

機
能
や
そ
の
構
造
に
つ
い
て
究
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
滋
賀
県
は
祭
り
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
る
。
近
江
の
祭
り
の
形
態
に
つ
い
は
整
理

が
進
ん
で
お
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
や
研
究
が
な
さ
れ
て
き

て

い

る
。
祭
り
の
研
究
は
、
視
点
の
違
い
に
よ
っ
て
数
々
の
と
ら
え
方
が
で
き
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
筆
者
も
近
江
の
諸
祭
礼
の
概
観
に
お
い
て
は
、
す
で
に
『
近
江

　
　
　
ユ
　

の

祭
礼
』
で
も
紹
介
し
、
ま
た
視
点
を
神
撰
に
向
け
た
祭
礼
調
査
で
は
『
神
々
の
酒

　
　
　
　
　
　
（
2
）

肴
　
湖
国
の
神
僕
』
に
お
い
て
も
言
及
し
た
。
祭
礼
の
概
念
は
難
し
い
。
個
々
の
事

例
研
究
で
は
、
特
殊
性
や
共
通
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
応
の
ま
と
ま
り

を
有
す
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
究
極
の
と
こ
ろ
は
謎
の
ま
ま
終
わ
る
こ
と

が
多
い
。
祭
礼
の
機
能
や
構
造
を
文
献
史
料
に
よ
っ
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
が
少

な
い
だ
け
に
、
現
行
の
祭
礼
次
第
の
み
に
よ
っ
て
歴
史
的
経
緯
を
叙
述
す
る
こ
と
が
、

多
く
の
誤
認
を
お
か
し
て
い
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
民
俗
は
時
代
と
と
も

に
進
化
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
お
の
ず
と
そ
の
時
代
の
流
れ
の
特
性
を
的
確
に
掌

握
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
肝
要
な
の
で
あ
る
。
特
に
時
代
に
お
け
る
生
活
の
様
相
は
、

衣
食
住

に
多
大
の
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
然
地
域
性
を
帯
び
た
祭
祀

や
祭
礼
の
多
く
は
、
う
ね
り
を
と
も
な
い
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
み
る
頭
屋
行
事
も
、
か
か
る
視
点
を
充
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
把
握
し

な
く
て
は
い
け
な
い
事
例
な
の
で
あ
る
。
長
い
歴
史
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
生
活
の

慣
習
を
、
わ
た
く
し
な
り
に
整
理
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

0
下
笠
町
の
景
観

　
滋
賀
県
草
津
市
下
笠
町
は
、
琵
琶
湖
南
端
東
部
寄
り
に
位
置
す
る
集
落
で
、
水
利

に
恵
ま
れ
た
肥
沃
な
土
壌
を
有
す
る
平
野
部
に
発
達
し
た
地
域
で
、
古
く
よ
り
農
業

に
恵
ま
れ
て
い
た
。
同
町
の
北
部
に
は
葉
山
川
が
、
南
部
に
は
草
津
川
が
琵
琶
湖
に

そ
そ
い
で
い
る
。
こ
の
両
河
川
に
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
、
南
北
約
一
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
広
が
り
を
み
せ
る
同
町
は
、
幹
線
道
路
で
あ
る
浜
街
道
（
県

道
二
六
号
線
）
を
基
軸
に
し
て
、
家
屋
が
左
右
に
連
な
っ
て
延
び
一
大
集
落
を
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
す
ぎ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
下
笠
町
北
部
に
は
、
集
落
の
鎮
守
で
あ
る
老
杉
神
社
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

同
社
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
祭
礼
の
一
つ
が
、
今
回
報
告
す
る
頭
屋
行
事
で
あ
る
。

　

さ
て
下
笠
町
内
の
現
在
の
行
政
域
は
、
北
側
か
ら
馬
場
・
下
出
・
井
之
元
・
市

場
・
北
出
・
寺
内
・
南
出
・
小
屋
場
・
小
屋
場
浜
（
浜
）
・
松
原
・
松
陽
台
の
二

地

区
か
ら
な
っ
て
い
る
。
八
〇
四
世
帯
、
三
二
八
四
人
の
戸
口
（
平
成
七
年
度
）
か

ら
な
る
。
こ
の
う
ち
小
屋
場
浜
・
松
原
・
松
陽
台
の
三
地
域
（
三
〇
五
世
帯
）
は
近

年
の
人
口
増
に
よ
る
造
成
地
域
で
、
旧
来
か
ら
の
地
区
は
馬
場
か
ら
小
屋
場
ま
で
の

八
地

区
で
あ
る
。
圃
場
整
備
や
河
川
の
改
修
、
生
活
道
路
の
新
設
な
ど
地
域
社
会
の

改
善
計
画
の
進
行
は
、
最
近
極
め
て
顕
著
で
あ
る
。
農
村
風
景
の
変
貌
は
、
こ
の
下

笠
町

に
お
い
て
も
著
し
い
。
な
お
こ
の
た
び
諸
調
査
に
お
よ
ん
だ
の
は
去
る
平
成
八

年
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
頃
の
デ
ー
タ
を
も
っ
て
分
析
し
た
こ
と
を
、
最
初
に
断
っ

て

お
く
こ
と
と
す
る
。

②
村
の
組
織

　
（
1
）
座
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
下
笠
の

頭
屋
行
事
は
、
老
杉
神
社
を
含
ん
だ
八
か
村
の
座
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
八
か
村
は
先
述
の
下
笠
町
内
行
政
区
域
で
は
あ
る
も
の
の
、
全
く
別
区
域
を
形

成
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
現
行
政
区
域
の
八
地
区
と
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
と
の
の
む
ら
　
　
ほ
そ
お
と
こ
む
ら
　
　
お
う
の
む
ら
　
　
し
し
の
む
ら
　
　
ほ
こ
の
む
ら
　
　
て
ん
の
う
む
ら
　
　
じ
ゅ
う

八
か

村

と
は
、
殿
村
・
細
男
村
・
王
之
村
・
獅
子
村
・
鉾
之
村
・
天
王
村
・
十

ぜ

ん
じ
む
ら
　
　
い
ま
む
ら

禅
師
村
・
今
村
を
さ
し
、
こ
の
順
列
を
も
っ
て
毎
年
一
か
村
が
頭
屋
行
事
を
つ
と
め

る
の
で
あ
る
。

　
八
か
村
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
「
下
笠
町
地
域
区
分
図
」
（
論
文
末
尾
に
収
録
）
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
町
内
に
お
い
て
実
線
に
て
枠
取
り
し
て
あ
る
地
域
は
、
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現
在
の
行
政
域
で
、
馬
場
か
ら
小
屋
場
（
小
屋
場
浜
を
含
む
）
の
九
地
区
を
示
し
て

い

る
。
こ
の
区
分
図
か
ら
旧
村
の
地
域
と
現
集
落
の
地
域
の
相
違
が
一
目
瞭
然
と
な

る
。　

八
か
村
の
歴
史
的
構
成
や
組
織
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
最
初

に
現
行
祭
祀
の
状
況
把
握
か
ら
始
め
た
い
。
当
地
の
前
近
代
の
文
書
に
お
い
て
は
、

各
村
の
人
名
か
ら
姓
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
と
り
あ
え
ず
現
在
（
平
成
八
年
段
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

の

居
住
者
の
氏
名
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
作
業
を
始
め
た
い
。
な
お
参
考
ま
で
に

「
八
村
変
遷
一
覧
」
を
掲
げ
、
「
下
笠
町
地
域
区
分
図
」
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
た
い
。

①
殿
村
（
四
五
軒
）
で
は
寺
内
辺
り
を
中
心
に
「
横
井
」
姓
が
多
く
、
少
し
東
南

側

の

小
屋
場
辺

り
に
は
「
山
田
」
姓
が
多
い
。
②
細
男
村
（
七
一
軒
）
で
は
馬
場
辺

八村変遷一覧

文安4年（1447） 天正15年（1587） 享保19年（1734） 平成8年（1996）

1番　本村 口（破損・本力）村 本之村 殿村（45戸）

2番　細男村 細男村 細男村 細男村（71戸）

3番　王村 王村 王之村 王之村（46戸）

4番　獅子村 獅子村 子々村 獅子村（55戸）

5番　御幣村 御幣村 御へいの村 鉾之村（58戸）

6番　駕輿丁村 天王村 天王村 天王村（36戸）

7番　駕輿丁村 十禅師村 十禅師村 十禅師村（133戸）

8番　今村 今村 今村 今村（67戸）

文安4年・天正15年は「神事記録」、享保19年は「当社年中御神事

可相勤覚」（ともに山元家文書）を使用。

り
を
中
心
に
「
中
島
」
姓
が
多
く
、
寺
内
辺
り
に
は
「
山
元
」
姓
が
多
く
、
小
屋
場

辺
り
に
は
「
山
田
」
姓
が
多
く
、
小
屋
場
浜
に
は
「
山
田
」
「
田
中
」
姓
が
み
ら
れ

る
。
か
な
り
分
散
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
③
王
之
村
（
四
六
軒
）
は
下
笠
南
部
一

帯
に
広
く
分
散
し
て
い
る
。
「
山
元
」
「
山
田
」
「
長
谷
川
」
の
姓
が
多
い
。
同
姓
は

概
ね
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
④
獅
子
村
（
五
五
軒
）
で
は
下
出
辺
り

を
中
心
に
「
山
元
」
姓
が
多
く
、
少
し
南
側
の
寺
内
・
北
出
辺
り
を
中
心
に
「
山
田
」

「
野

添
」
「
山
元
」
姓
な
ど
が
窺
え
る
。
⑤
鉾
之
村
（
五
八
軒
）
は
馬
場
辺
り
を
中

心

に
全
員
が
「
山
元
」
姓
、
南
隣
の
井
之
本
も
大
半
が
「
山
元
」
姓
、
さ
ら
に
南
隣

の

市
場
辺
り
で
は
全
員
が
「
野
添
」
姓
と
な
っ
て
い
る
。
⑥
天
王
村
（
三
六
軒
）
は

馬
場
辺
り
に
「
小
寺
」
姓
が
若
干
あ
り
、
南
の
市
場
辺
り
に
は
「
宇
野
」
「
山
元
」
姓

が
多
く
分
布
す
る
。
八
か
村
の
な
か
で
は
最
小
規
模
で
あ
る
。
⑦
十
禅
寺
村
（
一
三

三

軒
）
は
下
笠
南
部
一
帯
に
く
ま
な
く
分
布
し
、
八
か
村
中
最
大
規
模
を
誇
っ
て
い

る
。
「
大
西
」
「
吉
田
」
「
新
庄
」
「
佃
」
「
山
元
」
「
三
上
」
「
堀
田
」
「
長
谷
川
」
の
各

姓
が

目
立
つ
。
同
姓
は
概
ね
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
⑧
今
村
（
六
七

軒
）
は
下
出
辺
り
を
中
心
に
「
小
寺
」
姓
が
大
半
を
占
め
る
。
僅
か
に
「
鎌
田
」
「
山

田
」
姓
等
が
あ
る
。

　
以
上
が
八
か
村
に
お
け
る
姓
名
に
よ
る
分
布
状
況
で
あ
る
。
近
代
以
降
も
徐
々
に

構
成
員
は
増
え
て
き
た
た
め
、
旧
村
域
で
は
集
住
で
き
な
く
な
り
、
周
辺
地
域
に
広

が
っ
て
い
っ
た
。
小
屋
場
浜
や
松
原
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
少
し
ず
つ
定
住

す
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で
あ
る
。

　
な
お
本
稿
で
は
平
成
八
年
段
階
の
各
村
の
構
成
員
の
員
数
を
記
し
て
い
る
が
、
こ

れ

は
あ
く
ま
で
現
況
の
数
値
で
あ
っ
て
、
全
近
代
は
も
っ
と
少
人
数
で
↓
村
が
構
成

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
お
の
ず
と
村
域
も
現
在
よ
り
狭
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ

よ
う
。
名
字
に
よ
る
分
布
は
、
基
本
的
に
は
血
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
同

族
組
織

は
長
い
歴
史
の
な
か
で
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
編
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。
全
域
を
通
じ
て
「
山
元
」
姓
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
↓
村
中
の

居
住
地
が
分
散
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
分
散
し
て
い
て
も
同
姓
者
の
集
住
域
は
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構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
村
落
発
展
の
軌
跡
と
考
え
れ
ば
、
さ
し
て

違

和
感
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
土
壌
や
水
利
等
に
よ
る
耕
作
上
の
利
便
性
か
ら
居
住
地

は

決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
仮
に
本
村
域
か
ら
分
岐
し
て
も
祭
祀
等
を
始
め
と

す
る
精
神
的
紐
帯
は
崩
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
村
域
の
特
殊
性
は
後
述
す
る

「
中
世
村
落
の
発
展
」
と
い
う
観
点
か
ら
推
し
て
も
、
ご
く
自
然
な
な
り
ゆ
き
の
結

果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
2
）
座
の
構
成

　
で
は

か
か

る
八
か
村
の
座
の
構
成
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
先
述
の
「
八
村
変

遷
一
覧
」
に
も
あ
ら
わ
し
た
殿
村
・
細
男
村
・
王
之
村
・
獅
子
村
・
鉾
之
村
・
天
王

村
・
十
禅
師
村
・
今
村
で
は
、
現
在
に
お
い
て
も
年
番
で
神
事
が
厳
修
さ
れ
て
い
る
。

各
村
に
は
「
ホ
ン
オ
ト
ナ
（
本
老
長
）
・
ワ
キ
オ
ト
ナ
（
脇
老
長
）
・
ノ
ゾ
キ
」
と
い

う
オ
ト
ナ
衆
が
神
事
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
ホ
ン
オ
ト
ナ
（
本
老
長
）

は
、
八
年
に
一
度
回
っ
て
く
る
行
事
の
頭
屋
を
つ
と
め
る
。
オ
ト
ナ
組
織
は
年
齢
制

で
、
年
長
者
順
に
六
名
が
任
に
あ
た
る
。
上
よ
り
ホ
ン
オ
ト
ナ
一
名
、
こ
れ
を
補
佐

す
る
ワ
キ
オ
ト
ナ
一
名
、
そ
し
て
ノ
ゾ
キ
四
名
と
な
る
。
村
に
よ
っ
て
は
若
干
の
違

い

は
あ
る
が
、
大
き
く
逸
脱
し
て
は
い
な
い
。
八
年
に
一
度
し
か
回
っ
て
こ
な
い
時

に

無
事
頭
屋
を
つ
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ホ

ン
オ
ト
ナ
は
長
寿
で
な
く
て
は
つ
と
め
ら
れ
な
い
。

　
頭
屋
行
事
の
詳
細
な
次
第
に
つ
い
て
は
次
節
に
譲
る
が
、
そ
も
そ
も
か
か
る
八
か

村
の
構
造
お
よ
び
神
事
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ

の

宮
座
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
老
杉
神
社
神
主
家
の
山
元
家
文
書
中
に
古
態
を
記
録

し
た
「
神
事
記
録
」
が
残
っ
て
い
る
。
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
か
ら
永
正
八
年
（
一

五
一
一
）
ま
で
の
一
二
二
年
に
わ
た
る
間
の
諸
神
事
が
、
欠
落
箇
所
は
あ
る
も
の
の

詳
細
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
、
本
来
は
冊
子
で
あ
っ
た
も
の
を
後
世

に
一
丁
つ
つ
開
い
て
巻
子
仕
立
て
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
破
損
状
況
を
鑑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
一
丁
つ
つ
裏
打
ち
を
し
た
形
状
を
も
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
「
神
事
記
録
」
は
、
老
杉
神
社
と
そ
の
氏
人
の
祭
祀
祭
礼
を
記
録
し
て
い
る
が
、
年
中

行
事
の
次
第
を
あ
ま
ね
く
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
康
応
元
年
二
月
の
衆

議
に
始
ま
り
、
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）
三
月
時
の
確
認
事
項
を
経
て
、
文
安
四
年

（
一
四

四

七
）
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
文
安
四
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
寛
正
元
年

（
一
四
六
〇
）
・
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
・
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
・
延
徳
三
年

（
一
四
九
一
）
・
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
・
永
正
八
年
（
一
五
二
）
・
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）

の

各
段
階
の
記
事
が
追
録
さ
れ
て
い
る
が
、
著
し
い
破
損
に
よ
り
断
簡
状
態
と
な
っ

て

い

る
箇
所
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
の
史
料
の
つ
な
が
り
が
把
握
し
づ
ら
い
。
し
か

し
か
か
る
記
録
は
、
中
世
村
落
に
お
け
る
祭
礼
行
事
を
知
る
う
え
で
の
一
級
史
料
で

あ
る
。
以
下
、
そ
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
が
、
史
料
の
掲
載
順
列
に
お
い
て
は
、
当
初

の

原
形
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
（
な
お
参
考
と
し
て
〈
付
録
〉
に
写
真
を
掲
載
す
る
）
。

　
　
（
前
欠
）

（第
一
紙
）

以

上
　
九
膳

両

社
二
　
二
膳
宛
　
行
事
一
膳
［

［

］
　
　
一
膳
　
　
［

　
　
（
こ
の
間
、
破
損
）

大
豆

［

塩

　
六
升
　
斗
不
定
　
　
ノ
リ
米
［

　
　
　
　
　
　
　

黒
米
［

　
御
饗
料
壱
石

　

　

　
　

　

　
　
別
一

（第
二
紙
）

一

、
二
月
一
日
　
榊
持
事

御
酒
亀
九
升
ア
ル
ヘ
シ
、
是
ハ
執
事
［

　
　
［
］
酒
ハ
　
各
持
出
［
］
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各
一
升

　
［
U
二
人
　
禰
宜
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執

事
之
［

　
竈
洗

　
榊
本
ノ
役
也
　
原
紙
［

一
二
三

ノ
神
子
ヲ
［

惣
一
取
二
三
神
［

湯
立
散
米
一
升
［

七

日
一
度
宛
ノ
ハ
ラ
イ
ハ
［

高
シ
メ
ノ
事
ハ
執
事
役
、
赤
飯
土
［

神
子
ハ
三
折
敷
ツ
・
取
、
一
折
敷
ハ
執
事
∩

［
］
一
升
惣
一
取
口
散
米
一
斗
［

神
子
ハ
三
升
宛
取
　
エ
ヒ
ス
舞
ノ
時
［

神
子
方
出
　
又
神
主
二
人
　
禰
宜
二
人
［

在
之
　
三
種
御
菜
　
原
紙
一
帖
出

（第
三
紙
）

　
ウ
ス
ヤ
ウ
五
十
文
ニ
テ
、
カ
ウ
タ
ヲ
ス
、

　
　
〔
土
器
〕
　
　
〔
肴
〕
　
　
ヒ
ラ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
立
［

　
　
　
　
　

ク
ミ
希
四
度

　
四
度
瓦
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
マ
ス

酒
在
之
、
酒
時
ハ
神
子
三
人
共
二
、
已
上
［

　
又
ヒ
ナ
カ
キ
饗
［

　
　
（
こ
の
間
、
破
損
）

御
酒
亀
［

　

已
上
九

膳
［

　

輿
所
加
定
、
赤
瓦
気
八
村
二
於
執
事
［

　
四
斗
四
升
九
合
升
定
神
主
二
人
　
禰
宜
二
人
　
御
供
［

　
不
足
分
二
　
巳
上
四
人
中
工
下
行
ス
、

（第
四
紙
）

一

、
三
月
一
日
、
馬
上
殿
上
笠
天
神
工
郷
参
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
升
ハ
上
笠
［

散
米
ハ
上
笠
神
主
取
、
御
酒
亀
四
升
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
升
ハ
執
［

　
又
ノ
ト
ノ
散
米
一
升
、
馬
上
殿
ノ
請
ヲ
ヤ
［

一

、
二
日
夜
宮
時
事
、
一
升
盛
御
供
［

御
酒
亀
九
升
　
飯
三
折
敷
米
［

　
又
ノ
ト
ノ
散
米
二
升
、
惣
］
取
座
ナ
［

　
ク
ミ
希
ア
リ
、
盃
四
度
ア
リ
［

　
ク
ミ
希
ア
リ
、
是
ハ
七
［

　
二
日
夜
十
五
盃
宮
［

　
　
　
　
　
　

獅
子

ノ
［

　
二
日
夜
事
色

　
　
　
　
　
　

桶
酒
五
升
［

一

、
三
月
三
日
、
二
升
盛
御
供
九
膳
［

御
酒
亀
九
升
ノ
ト
ノ
散
米
白
［

　
早
朝
二
神
主
二
人
榊
本
ニ
テ
御
幣
［

酒
在
之
、
即
原
紙
二
帖
雑
紙
二
［

御
幣
間
ノ
料
二
神
主
二
下
行
ス
、

　
　
　

幸
也

同
日
御
行
之
時
、
出
立
社
頭
立
、
瓦
気
二
二
種
希
ニ
テ
［

　
一
升
宛
置
御
壊
所
ニ
テ
、
タ
イ
ヘ
イ
ニ
ニ
酒
二
斗
［

（第
五
紙
）

一
ハ
神
管
中
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
一
種
肴
ニ
テ

一
ハ
八
村
乗
人
中
工

］

、
蛮
の
御
前
、
当
日
御
供
三
膳
、
料
米
壱
斗
　
宮
升
定
白

是
ハ
地
頭
殿
ヨ
リ
執
事
請
取
テ
、
蛮
御
前
［
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、
シ
メ
上
ノ
事
、
七
度
瓦
気
希
七
度
［

切

机
ニ
ス
ソ
ミ
飯
三
、
折
敷
内
一
折
敷
［

ス

ソ
ニ
又
酒
三
升
、
又
白
米
二
斗
一
升
内
［

宜

二

人
、
已
上
七
人
シ
テ
各
［

饗
料
一
升
ハ
シ
メ
上
［

形

口
ロ
ノ
代
二
黒
［

蛮
舞
時
、
残
物
志
可
［

御
榊
本
二
置
テ
申
上
テ
、
禰
宜
［
］
升
盛

饗
ヲ
ス
ウ
ル
、

、
四
日
、
一
升
盛
御
供
九
膳
　
御
酒
亀
九
升
マ
イ
ラ
ス
ル
、

夜
宮
当
日
四
日
以
上
三
ケ
日
ノ
御
供
二
十
七
膳
内

九

膳
ハ
、
村
人
ナ
ウ
テ
ウ
　
シ
メ
上
ノ
御
口
、

一

、
禰
宜
二
人
、
各
白
米
五
升
酒
五
升
　
五
膳
［
一
］
二
下
行
ス
、

一

、
社
頭
掃
除
ノ
事
、
所
ノ
氏
人
出
仕
ノ
毎
度
、
又
其
外
猿
楽

（第
六
紙
）

　
田
楽
ヲ
リ
フ
シ
ノ
掃
除
ノ
タ
メ
ニ
、
禰
宜
二
人
ノ
中
工
黒
米
一
斗

　
四
升
酒
一
斗
四
升
下
行
ス
、

一

、
幕
洗
二
酒
一
斗
輿
所
工
下
行
ス
、

一

、
同
五
日
、
翁
シ
メ
上
ノ
酒
一
石
二
斗
切
机
二
両
方
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ハ
魚

　
鉢
希
十
内
　
一
方
工
五
宛
ク
ミ
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
立
二
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ハ
精
進

　
一
ハ
魚

　
　
　
　
　
　
上
六
人
ツ
・
村
ヨ
リ
集
会
、

　
一
ハ
精
進

一

、
庄
ハ
下
物
事
　
皆
白
米

　
八

条
方
地
頭
殿
下
［
］
職
司
［

　
已
上
五

分
、
各
白
米
［
U
下
行
ス
ヘ
シ
、

興

福
寺
、
安
良
、
恵
心
院
等
［

已
上
三
分
、
各
白
米
一
升
ツ
・
酒
一
升
ツ
・
下
行
ス
ヘ
シ
、

、
当
社
聖
御
坊
二
白
米
五
升
酒
五
升
下
行
ス
ヘ
シ
、

又
東
聖
御
坊
、
白
米
五
升
酒
五
升
下
行
ス
ヘ
シ
、

又
新
聖
御
坊
、
白
米
五
升
酒
五
升
下
行
ス
ヘ
シ
、

三

昧
聖
・
河
縁
両
人
、
各
白
米
五
升
酒
五
升
宛
下
行
ス
ヘ
シ
、

、
御
祭
礼
中
ノ
瓦
気
代
二
一
二
斗
白
米
五
升
酒
五
升
カ
ツ
ラ
形

二
作
手
方
工
下
行
ス
ヘ
シ
、

（第
七
紙
）

一

、
田
楽
事
、
樽
酒
二
斗
、
百
文
希
懸
魚
、
饗
ハ
四
度

　
執
事
ノ
役
ニ
ス
ヘ
シ
、
又
落
付
ノ
時
、
酒
二
斗
希
ソ
エ
テ

　
又
田
楽
御
祭
礼
ノ
時
、
下
二
百
文
村
人
役
二
出
ヘ
シ
、
又
ツ
ウ
ハ
ン
ノ
銭

　
弐
百
文
、
銅
細
工
作
料
今
村
役
也
、
若
有
田
楽
子
細
久
住
せ
ハ
、
所
ニ
ス
ヘ
シ
、

一
臨
時
ノ
樽
酒
肴
同
之
坂
水
猿
楽
ノ
時
也
、

　
御
田
時
黒
米
三
斗
宮
升
定
神
主
二
人
二
下
行
ス
ヘ
シ
、

　
一
斗
禰
宜
二
下
行
ス
ヘ
シ
、

一

、
七
月
七
日
ヨ
リ
当
執
事
ノ
イ
ト
［

一

、
八
月
廿
日
相
模
事
、
　
［
］
ス
ヘ
シ
、
相
模
酒
各
二
五
［
U
、

　

御
酒
亀
九
升
輿
所
工
酒
［
U
酒
［
U

　
酒
壱

石
一
斗
一
升
所
工
下
行
ス
ヘ
シ
、
　
［
］
八
盃
　
宮
升
定

　
二
村
シ
テ
ス
ヘ
シ
、

　
二
膳
当
庄
聖
、
一
膳
三
昧
聖
、
一
膳
河
縁
下
行
ス
ヘ
シ
、

一

、
九
月
九
日
酒
事
、
肴
ハ
村
ハ
各
持
　
二
種
肴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
丁
酉
、
神
主
ワ
ヒ
申
サ
ル
・
間
、

　
五
村
ハ
天
王
神
主
酒
五
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
村
二
五
升

　
三

村
執
事
酒
三
斗
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輿
所
ハ

御
酒
亀

神
主
　
五
升

執
事
　
五
升

四
升
五
合
　
神
主

四

升
五
合
　
執
事

（第
八
紙
）

　
、
霜
月
御
楽
事
、
村
人
本
斗
定
五
斗
請
取
ヲ
可
勤
仕
、

　
、
頭
渡
事
、

　
初
度
、
ク
ミ
肴
、
四
度
酒
ア
ル
ヘ
シ
、
毛
立
一
束
頭
村
人
二
人

当
村
人
二
人
集
会
御
具
足
等
、
渡
可
之
申
、

御
供
午
剋
二
可
奉
供
者
也
、
是
ハ
正
月
十
五
日
事
、

　
、
三
斗
酒
事
　
已
上
肴
弐
百
五
十
文
、

　
ク
ミ
肴
、
次
美
美
、
次
切
机
一
自
一
村
馬
乗
人
上
次
第

毎
年
二
人
宛
会
合
六
人
衆
［
］
村
ハ
人
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
升

　
評
議
本
村
始
定
之
酒
［
U
出
ヘ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
U

　
中
間
中
工
酒
一
斗
［

　
、
霜
月
御
神
楽
事
、
皆
宮
升

　
　
　
　
　
　
　

赤
飯
九
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
升
盛
五
種
御
菜

御
供
十
八
膳
内

　
　
　
　
　
　
　

白
飯
九
膳

　
、
輿
所
一
升
盛
饗
十
五
膳
　
三
種
御
菜
　
此
外
非
所
神
子
饗
在
之
、

　
一
升
盛
社
頭
聖
一
升
盛
饗
各
可
在
之
、
三
昧
聖
・
河
縁
各

　
一
升
盛
在
之
、
御
酒
瓶
以
参
使
に
二
升
盛
饗
四
膳
在
之
、

、
順
役
預
申
御
具
足
等
事
、
万
一
有
引
失
事
者
、

至
壱
貫
文
者
、
執
事
之
村
人
等
可
返
之
、
此
外
過
壱
貫
文

者
、
失
物
代
内
三
分
一
於
七
村
可
令
合
力
之
者
也
、

（第
九
紙
）

康
応
元
年
二
月
廿
五
日
、
為
所
衆
議
定
置
之
者
也
、

一

、
丑
歳
洪
水
二
、
寅
歳
三
月
三
日
下
路
ニ
テ
村
人
御
輿
御
共
仕
者
也
、

　
一
村
二
人
宛
、
天
王
駕
輿
丁
村
執
事
也
、

一

、
午
歳
大
洪
水
二
、
未
歳
三
月
三
日
下
路
ニ
テ
村
人
御
輿
御
共
仕

者
也
、
一
村
↓
人
宛
王
村
執
事
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
男
村
也

一

、
三
月
三
日
御
祭
礼
、
御
幸
次
第
八
村
ハ
人
出
仕
執
事

馬
上
殿
行
事
、
各
出
仕
村
二
酒
肴
、
任
先
規

先
御
輿
両
社
御
宝
前
立
［
U
御
簾
ヲ
上

奉
リ
、
儀
式
如
先
二
其
［

口
打
次
第
一
番
御
［

同
走
馬
御
輿
前
次
御
引
馬
［
口
次
神
主

神
子
村
人
ハ
、
村
次
第
各
村
二
騎
ツ
・
、

次
行
事
　
一
番
本
村
　
二
番
細
男
村
　
三
番
王
村

　
四
番
獅
子
村
　
五
番
御
幣
村
　
六
番
駕
輿
丁
村
　
七
番
駕
輿
丁
村

　
八
番
今
村

→

、
夷
御
前
之
儀
式
、
御
輿
拝
殿
二
入
奉
ル
、
駕
輿
丁
酒
、
村
人
酒

肴
、
如
先
々
於
馬
場
、
其
後
獅
子
・
田
楽
・
刀
玉
、
次
遷
御
次
第
、

御
輿
ヲ
立
奉
リ
、
引
馬
ノ
ロ
ヲ
ト
ル
、
執
事
二
人
次
馬
上
殿
ノ

馬
ノ
ロ
ヲ
ト
ル
、
同
前
御
幣
ヲ
立
ル
、
御
輿
ノ
跡
二

（第
十
紙
）

御
引
馬
ア
ル
ヘ
シ
、
馬
上
殿
ハ
神
主
神
子
ノ
次
ア
ル
ヘ
シ
、
八
村
二
人
如

以
前
、
行
事
同
前
、
当
社
頭
二
還
御
成
テ
、
御
輿
ハ
拝
殿
二
入
奉
ル
、

　
馬
場
ニ
テ
儀
式
引
馬
ノ
ロ
ヲ
ト
ル
、
執
事
二
人
馬
上
殿
ノ
馬
ノ
ロ
ヲ

　
ト
ル
、
同
前
獅
子
田
楽
シ
テ
烈
ヲ
引
、
其
後
御
引
馬
馬
上
殿
馬
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拝
殿

ヲ
ニ
度
可
廻
、
其
後
村
人
乗
人
可
下
向
云
々
、

　
　

告
応
永
十
二
年
乙
酉
三
月
三
日
　
本
村
始
而
記
之
、

、
酉
歳
大
洪
水
、
戌
歳
三
月
三
日
御
輿
御
共
一
村
一
人
宛
下
路

ニ
テ

仕
也
、
細
男
村
執
事
也
、

一

、
公
方
段
銭
其
外
臨
時
課
役
［
U
ヲ
苅
取
二
［

U
執
事
ノ
役
也
［

　

四
月
四
日
行
壇
供
餅
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦

十

八
枚

僧
衆
工
　
二
枚
ハ
舞
［
U
二
枚
花
［
U
取
、

二
枚
ハ
持
平
、
廿
枚
ハ
正
月
十
二
日
ノ
大
ヲ
リ
ノ
方
へ
出
、

一

、
御
榊
立
・
時
饗
四
膳
之
内
三
㍑
璽
二
人

同
時
神
ム
カ
ヘ
ノ
御
膳
ト
テ
三
膳
ア
リ
、
二
種
肴
、

、
三
月
三
日
御
供
下
事
、
三
ハ
イ
神
主
、
六
ハ
イ
禰
宜
、

同
日
神
主
所
ニ
テ
、
獅
子
取
初
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
豆
ニ
テ
モ

米
一
升
代
舟
文
、
酒
五
升
、
肴
鉢
一
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
且
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
豆
ニ
テ
モ

、
七
斗
五
升
之
事
、

（第
十
一
紙
）

壱

斗
二
升
神
主
二
斗
四
升
　
一
神
子
　
一
斗
二
升

　
三
神
子

　
一
斗
二
升
禰
宜
二
人
取
　
一
斗
八
升
獅
子
取

一

、
七
月
七
日
御
酒
亀
九
升
内
■
次
第
、

　
三
升
執
事
　
三
升
神
主
　
三
升
禰
宜
二
人
　
又
舞
殿
へ

　
　
　
告
文
安
四
年
丁
卯
閏
二
月
十
日
書
之

一
升
盛
三
種
御
菜

二
人
シ
テ
取
、

ク
シ
サ
シ
カ

又
何
ニ
テ
モ

二
神
子
　
一
斗
二
升

三

升
五
合
神
主

三

升
禰
宜
二
人

口
五
年
歳
大
洪
水
［

U
立
者
也
、
御
［

、
寛
正
元
年
庚
辰
歳
大
洪
水
者
、
西
江
寺
馬
場
ヲ
舟
通
ホ
ト
也
、

五

月
六
月
大
雨
也
、
本
村
執
事
御
供
ハ
、
如
先
規
盛
也
、

、

文
明
十
四
年
辛
寅
歳
大
洪
水
者
、
西
江
寺
馬
場
ヲ
舟
通
ホ
ト
也
、

六
月
大
雨
也
、
十
せ
ん
し
の
村
執
事
也
、

此
年
は
八
月
一
度
、
春
水
と
も
に
両
三
度
也
、

大

風
ハ
五
た
ひ
也
、
如
此
な
れ
と
も
、
悉
わ
た
し
申
也
、

（第
十
二
紙
）

明
応
七
年
御
神
事
、
近
比
御
目
出
候
執
事
ハ
、

天
王
の
村
、
浦
満
作
世
中
吉
年
な
り
、

（第
十
三
紙
）

長
享
弐
年
三
月
三
日
御
神
ハ
、

か

ら
ま
つ
り
也
、
幸
し
・
の
村
し
う
し
也
、

是

日
、
長
享
元
年
九
月
十
一
日
、
日
供
方
様
当

国
工
御
動
座
あ
る
に
よ
り
如
此
候
、
但
引
馬
・

は
し
り
馬
・
き
や
う
し
の
御
馬
・
わ
た
し
の
［
U

御
馬
・
寺
の
御
馬
、
五
疋
ハ
わ
た
り
申
也
、

神
田
ハ
半
分
水
仕
［

長
享
弐
年
戊
申
年
［
U
よ
り
こ
み

候

て
、
十
二
り
十
三
坪
の
村
田
ま
て
い
て
き
候
、

延
徳
参
年
亥
歳
、
こ
う
水
ハ
十
六
里
二
坪
ノ
一
反

御
て
き
候
、
あ
く
る
年
の
十
五
日
ニ
ハ
、
た
・
一
日
也
、
も
り
物
ハ
、

た
・
か
た
の
こ
と
く
也
、
此
と
し
ハ
八
月
廿
七
日
の
御
動
座
こ
よ
り

当
所
こ
と
く
く
や
き
う
し
な
わ
れ
候
て
、
か
の
こ
と
く
也
、
又
其
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と
し
の
八
月
廿
四
日
二
、
ち
と
う
殿
様
ハ
、
此
う
ら
舟
こ
て
御
し
や
う
か
い
候

也
、
よ
う
つ
な
に
事
も
か
た
の
こ
と
く
也
、

（第
十
四
紙
）

　
此

ノ
［

明
応
［

　
　
（
こ
の
間
、
破
損
）

の

夜
、
こ
ん
か
う
［

御
上
候
土
口
小
屋
口

（第
十
五
紙
）

　
　
永
正
八
年
勅
の
と
の
五
月
六
日
［

き
り
ま
て
水
仕
候
て
、
同
八
月
ロ
ニ
雨
［

悉
こ
く
さ
り
候
て
、
御
神
事
か
く
［

十
五
日
ハ
、
山
田
方
二
あ
り
、
御
さ
い
［

御
わ
た
り
候
神
め
御
馬
［

三

疋

ま
へ
の
こ
と
く
［

八

月
十
八
日
御
風
ふ
き
候
て
［

こ
ろ
ひ
申
候
、

　
　

永
正
九
年
壬
申
歳
［

候
て
、
水
仕
候
、
是
ハ
来
る
歳
［

付
候
て
、
地
下
迷
惑
こ
よ
り
候
て
、
　
［

あ
く
る
日
か
ん
は
か
り
こ
て
、
　
［

　
　
（
後
欠
）

　

こ
の
「
神
事
記
録
」
は
、
前
部
と
後
部
が
破
損
お
よ
び
断
簡
の
状
況
に
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
前
欠
・
後
欠
の
史
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
史
料
内
容
の
相
互
関
係
お

よ
び
時
代
的
推
移
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
解
読
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
後
部
は
追

記
さ
れ
た
箇
所
で
、
錯
簡
と
考
え
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
伝
世
経
過
の
な
か
で
、
著

し
く
原
形
を
失
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
か
か
る
記
録
の
な
か
で
は
、
宮
座
八
か
村
の
名
前
が
頻
出
す
る
。
総
称
と
し

て

の
村

「
八
村
」
の
記
述
も
知
ら
れ
る
。
す
で
に
八
か
村
の
座
名
に
つ
い
て
は
先
述

し
て
い
る
が
、
こ
の
特
異
な
命
名
に
つ
い
て
は
謎
が
多
い
。
ま
ず
殿
村
は
、
中
世
武

家
社
会
の
被
官
層
に
相
当
す
る
「
殿
原
衆
」
に
語
源
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
地
域
の
有

力
者
層
の
地
と
い
う
意
味
合
い
を
有
す
る
こ
と
ば
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
史
料

に
は
「
本
村
」
「
本
之
村
」
と
も
表
記
さ
れ
、
八
村
の
順
列
も
先
頭
で
あ
る
と
こ
ろ

か

ら
、
座
の
な
か
で
も
中
心
的
役
割
り
を
果
た
し
た
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ち
な
み
に
頭
屋
行
事
に
お
い
て
調
製
さ
れ
た
神
撰
が
本
殿
か
ら
撤
下
さ
れ

た
時
、
殿
村
に
は
「
本
殿
中
ノ
御
膳
」
が
与
え
ら
れ
る
。
神
事
に
お
け
る
拝
殿
で
の

座
格

も
最
上
位
で
あ
る
。
天
王
村
・
十
禅
師
村
は
、
古
く
は
駕
輿
丁
村
と
呼
ば
れ
て

い

る
。
天
王
は
午
頭
天
王
に
て
素
菱
鳴
尊
、
十
禅
師
は
現
在
の
八
王
子
で
、
と
も
に

日
吉
山
王
七
社
の
分
祀
を
さ
す
。
老
杉
神
社
社
殿
の
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
四
月

付
棟
木
銘
文
に
は
、
天
王
・
十
禅
師
の
神
名
が
記
さ
れ
、
分
祀
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

　　
　る
。
両
村
は
本
来
両
神
を
祀
っ
た
社
の
神
輿
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
村
と
し
て
呼
ば
れ

て

い

た
の
で
あ
ろ
う
。
今
村
は
、
八
村
の
順
列
で
は
最
後
尾
に
位
置
す
る
。
他
の
七

か

村
と
は
全
く
意
味
合
い
の
異
な
る
村
名
は
、
「
今
」
と
い
う
名
前
か
ら
も
推
し
て

も
、
八
か
村
中
一
番
新
し
い
座
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
残
り
の
細
男
村
・

王

之
村
・
獅
子
村
・
鉾
之
村
の
四
か
村
に
つ
い
て
は
、
名
前
か
ら
し
て
も
、
い
か
に

も
祭
祀
儀
礼
に
依
拠
し
た
命
名
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
細
男
（
セ
イ
ノ
オ

の

意
）
・
王
（
王
舞
の
意
）
・
獅
子
（
「
田
楽
・
獅
子
」
の
意
）
・
鉾
（
も
と
は
御
弊
村
。
御

幣
・
鉾
を
持
ち
歩
く
の
意
）
の
各
名
称
は
特
異
と
は
い
え
、
近
江
に
は
類
似
例
が
あ

り
、
中
世
芸
能
の
軌
跡
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
一
般
的
に
は
理
解
し
や
す
い
。
し

か

し
そ
う
物
事
は
簡
単
に
整
理
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
記
の
「
神
事

記
録
」
で
も
村
名
の
み
は
確
認
で
き
た
が
、
村
名
の
由
来
に
か
か
わ
る
何
ら
か
の
記
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録

は
な
い
。
仮
に
祭
礼
芸
能
の
影
響
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
想
像
の
域
を
越
え
な
い

も
の
が
あ
る
。
芸
能
集
団
の
来
演
、
も
し
く
は
芸
能
伝
播
に
影
響
さ
れ
た
命
名
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
「
神
事
記
録
」
に
よ
る
と
上
笠
天
神
（
老
杉
神
社
）
で
は
祭
礼
時
に
、
神
主

二

人
・
禰
宜
二
人
の
神
主
職
の
ほ
か
に
、
聖
御
坊
・
東
聖
御
坊
・
新
聖
御
坊
・
三
昧

聖
・
河
縁
の
各
社
僧
衆
に
、
酒
肴
が
下
行
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
神
事
に
従
事
す
る

者
た
ち
に
よ
っ
て
、
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
ま
た
重
な
る
洪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
や
台
風
の
災
害
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
斎
行
な
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

延

徳
三
年
（
一
四
九
一
）
八
月
に
は
六
角
高
頼
征
伐
の
た
め
、
将
軍
足
利
義
材
が
近

江
動
座
す
る
が
、
こ
の
時
下
笠
が
焼
失
し
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
天
変
地

異
や
戦

乱
の
地
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
し
た
た
か
に
営
ま
れ
た
中
世
村
落
の
状
況
が

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

③
村
の
行
事

　
（
1
）
頭
屋
行
事

　
す
で
に
八
か
村
の
組
織
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
現
存
の
中
世
文
書
を
み
る
か
ぎ

り
、
頭
屋
行
事
の
次
第
に
つ
い
て
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
以
外
の
祭
礼
に
つ

い
て

も
、
各
宮
座
と
の
か
か
わ
り
が
、
ど
う
に
か
散
見
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
実
は

現
行
祭
礼
に
お
い
て
、
八
か
村
が
奉
仕
す
る
祭
り
は
頭
屋
行
事
の
み
で
あ
る
。
し
た

が
っ

て

こ
の
行
事
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
あ
る
意
味
で
宮
座
組
織
と
の
接
点
を
知
る

う
え
で
の
唯
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
頭
屋
行
事
は
、
「
オ
コ
ナ
イ
」
「
エ
ト
エ
ト
祭
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
昭
和
六
十
三
年

三

月
滋
賀
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。
行
事
の
見
ど
こ
ろ
は
、
神
撰

調
製
と
儀
礼
に
あ
る
。
毎
年
二
月
十
日
～
十
五
日
ま
で
の
間
に
わ
た
り
執
り
行
わ
れ

る
。
調
査
は
平
成
八
年
、
今
村
が
頭
屋
を
つ
と
め
た
年
で
あ
っ
た
。
以
下
、
行
事
の

次
第
を
記
す
。

〈二
月
十
日
〉

　
午
前
九
時
、
頭
屋
宅
に
宮
司
の
ほ
か
、
ホ
ン
オ
ト
ナ
・
ワ
キ
オ
ト
ナ
・
ノ
ゾ
キ
の

六

名
が
集
ま
る
。
宮
司
は
御
幣
切
り
（
社
参
用
の
二
本
分
を
つ
く
る
）
、
塩
・
神
酒

の
準
備
。

　
注
連
縄
が
頭
屋
宅
の
玄
関
を
は
じ
め
、
全
て
の
出
入
口
に
張
ら
れ
る
。
十
時
三
〇
分
、

内
清
の
儀
。
オ
ト
ナ
衆
が
頭
屋
宅
神
前
に
着
座
。
宮
司
、
修
祓
・
降
神
の
儀
・
祝
詞
奏

上
の

後
、
頭
屋
宅
玄
関
に
祓
い
塩
を
撒
く
。
次
い
で
玉
串
奉
莫
。
一
一
時
頃
終
了
。

〈二
月
十
一
日
〉

　
午
前
八
時
三
〇
分
、
頭
屋
宅
に
村
人
約
四
〇
名
が
集
合
。
蛇
縄
を
縫
う
。
長
さ
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
が
た
　
　
の
ぽ
り

一
ニ

メ
ー
ト
ル
、
閏
年
は
一
三
メ
ー
ト
ル
。
一
方
で
人
形
・
幟
の
製
作
。
蛇
縄
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
き

仕
上
が
り
後
は
、
と
ぐ
ろ
状
に
し
て
板
に
載
せ
る
。
午
後
か
ら
は
、
折
敷
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
ね
こ
ぼ
う

牛
募
・
大
根
の
調
製
。
束
牛
芽
は
、
長
さ
約
一
四
セ
ン
チ
状
に
切
っ
た
も
の
を
一
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
ね
だ
い
こ
ん

（直
径
約
八
セ
ン
チ
）
と
す
る
。
東
大
根
も
同
様
の
仕
様
と
す
る
。
大
根
は
角
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
り
な
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
め
　
　
　
ご
　
く

状
の

も
の
も
つ
く
る
。
次
に
括
縄
の
作
成
。
荒
布
・
御
供
用
に
都
合
九
一
本
を
作

　
　
　
　
お
ん
お
お
け

成
。
次
に
御
苧
桶
づ
く
り
。
桶
（
直
径
二
ニ
セ
ン
チ
、
高
さ
一
五
セ
ン
チ
）
の
な
か

　
　
か
わ
ら
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

に
、
土
器
に
米
（
二
合
）
、
そ
の
上
に
ヨ
シ
ベ
イ
（
葦
）
三
本
、
周
囲
に
緒
を
置
く
。

午
後
四
時
頃
終
了
。

〈二
月
十
二
日
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
じ
ば
ん

　
午
前
八
時
三
〇
分
集
合
。
御
地
盤
（
神
離
・
春
に
使
用
）
用
の
葦
づ
く
り
。
人
形

に
服
（
色
紙
）
を
着
せ
る
（
男
人
形
九
体
、
女
人
形
九
体
）
。
束
牛
葵
・
東
大
根
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
す
き
り

括
縄
を
捲
き
、
そ
の
上
に
人
形
を
差
し
込
む
。
斜
切
牛
芽
・
斜
切
大
根
を
作
り
色
紙

を
捲
く
。
青
海
苔
に
和
紙
を
捲
く
。
荒
布
に
括
縄
を
捲
く
。
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
を
細
か
く

切

り
刻
む
。
雀
の
足
に
色
紙
を
括
り
付
け
る
。
次
に
「
め
す
し
」
づ
く
り
。
め
す
し

と
は
、
酒
粕
を
団
子
状
に
し
た
と
こ
ろ
に
ボ
テ
ジ
ャ
コ
を
頭
か
ら
差
し
込
ん
だ
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
ぎ
ん
ば

幟
に
歌
を
記
入
す
る
。
次
に
銀
葉
づ
く
り
。
ま
ず
米
粉
（
五
升
分
）
に
湯
を
混
ぜ
、

そ
こ
に
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
と
煎
り
胡
麻
を
入
れ
、
蒸
し
て
か
ら
揚
く
。
ロ
ー
ラ
ー
で
延
し

て

か

ら
定
型
（
ニ
セ
ン
チ
×
八
セ
ン
チ
）
に
切
る
。
盛
り
付
け
は
、
折
敷
上
に
先
程
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定
型
に
切
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
（
六
角
形
状
と
す
る
）
、
そ
の
な
か
に
角
切
大
根

を
入
れ
る
。
銀
葉
は
都
合
九
個
つ
く
る
が
、
一
個
に
つ
き
つ
く
っ
た
定
型
状
の
も
の

は
約
一
二
〇
～
一
五
〇
枚
必
要
と
さ
れ
る
。
仕
上
げ
は
、
下
部
よ
り
コ
ヨ
リ
で
締
め

あ
げ
て
上
部
で
結
ぶ
。
一
方
、
明
朝
に
掲
く
た
め
の
餅
米
の
準
備
を
す
る
。
午
後
四

時
三
〇
分
頃
終
了
。

〈二
月
十
四
日
〉

　

午
前
三
時
三
〇
分
集
合
。
御
供
摘
き
。
小
豆
餅
を
掲
く
。
掲
き
始
め
に
あ
た
っ
て
、

ホ
ン
オ
ト
ナ
と
ワ
キ
オ
ト
ナ
が
蒸
し
あ
が
っ
た
餅
の
前
に
着
座
し
、
吟
味
の
う
え
『
よ

い

　
お

か
げ
ん

で

す
。
』
と
口
上
す
る
。
最
初
は
ホ
ン
オ
ト
ナ
が
掲
く
。
全
て
の
御

供

を
掲
き
終
え
る
ま
で
の
間
、
『
エ
ト
　
エ
ト
ー
、
エ
ト
　
エ
ト
や
ー
』
と
皆
で
難

す
。
御
供
摘
き
は
、
フ
ネ
上
に
餅
掲
き
用
の
小
ぶ
り
の
独
特
の
ウ
ス
・
キ
ネ
に
よ
っ

て
、
激
し
く
掲
か
れ
る
。
掲
か
れ
た
小
豆
餅
は
薦
で
捲
か
れ
括
縄
で
縛
る
。
そ
の
上

に
菱
折
り
の
白
紙
が
紙
帯
で
と
め
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
薦
を
使
用
し
な
い
御
供

も
つ
く
る
。
御
供
掲
き
は
午
前
六
時
頃
終
了
。
御
供
が
堅
く
な
る
の
を
見
定
め
な
が

ら
、
各
神
僕
の
配
膳
を
す
る
。
初
の
膳
（
九
膳
）
、
二
の
膳
（
九
膳
）
、
別
の
膳
（
五

膳
）
。
そ
の
ほ
か
に
御
苧
桶
、
鋤
、
粕
酒
肴
な
ど
が
調
製
さ
れ
る
。
午
後
三
～
四
時

に
か
け
て
、
老
杉
神
社
二
の
鳥
居
前
に
て
左
義
長
の
準
備
を
す
る
。
こ
れ
は
子
供
（
馬

場
地
区
）
が
中
心
と
な
っ
て
つ
と
め
る
行
事
。

〈二
月
十
五
日
〉

　
午
前
五
時
三
〇
分
集
合
。
社
参
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
各
神
僕
が
、
頭
屋
宅
の
玄

関
前
に
並
べ
ら
れ
る
。
神
社
に
向
か
っ
て
出
発
。
道
中
『
エ
ト
　
エ
ト
ー
』
の
掛
け

声
が
続
く
。
社
参
の
順
列
は
、
①
鋤
持
（
ホ
ン
オ
ト
ナ
）
②
御
幣
（
ワ
キ
オ
ト
ナ
）

③
御
苧
桶
（
童
女
二
人
、
オ
ト
ナ
衆
と
か
か
わ
り
の
あ
る
子
供
）
④
粕
酒
（
三
番
目

の

ノ
ゾ
キ
）
⑤
御
供
　
⑥
御
膳
⑦
蛇
縄
　
⑧
友
（
供
・
村
）
の
人
々
　
⑨
道
具
の

人
々
。
神
社
に
着
く
頃
、
左
義
長
点
火
。
六
時
十
五
分
、
献
僕
。
九
時
、
二
の
鳥
居

に
蛇
縄
が
吊
り
下
げ
ら
れ
る
（
五
月
四
日
の
例
祭
ま
で
吊
る
）
。
一
〇
時
～
一
〇
時
三

〇
分
ま
で
神
事
。
今
村
以
外
の
七
か
村
の
各
老
長
も
集
ま
り
、
全
員
拝
殿
の
指
定
の

座

に
着
座
。
修
祓
・
祝
詞
奏
上
が
終
わ
る
と
撤
僕
。
拝
殿
に
て
各
村
に
神
撰
（
膳
）

が
撤
下

さ
れ
る
。
直
会
。
各
村
の
老
長
は
御
神
酒
を
い
た
た
だ
き
、
宮
司
か
ら
あ
い

さ
つ
を
受
け
る
。
ほ
ど
な
く
終
了
。
各
老
長
は
神
僕
を
村
に
持
ち
帰
り
、
配
分
す
る
。

　
　
　
　
　
〔
以
上
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
〈
付
録
〉
写
真
・
図
版
を
参
照
の
こ
と
。
〕

　
（
2
）
神
饅
と
祭
祀
儀
礼

　
以
上
頭
屋
行
事
の
次
第
を
み
た
が
、
調
査
を
行
っ
た
今
村
の
ほ
か
七
か
村
の
場
合

に
お
い
て
も
、
全
く
同
様
の
頭
屋
行
事
が
年
番
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
複
数
の
宮

座
が
年
番
で
祭
祀
に
携
わ
る
場
合
、
各
宮
座
に
は
独
自
の
行
事
や
神
僕
が
残
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
が
、
下
笠
の
場
合
は
均
一
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
神
事
の

伝
承
者
が
宮
司
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
宮
司
の
山
元
家
に
は
「
老
杉
神
社
行
事
録
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈付
録
参
照
〉
が
あ
り
、
現
行
祭
祀
は
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
。
現
在
頭
屋
行
事
に

お
け
る
詳
細
な
神
饅
調
製
の
指
導
は
、
宮
司
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
き
め

こ
ま
や
か
な
神
饒
が
継
承
さ
れ
て
は
い
る
が
、
村
に
よ
る
多
少
の
相
違
す
ら
な
い
。

お
そ
ら
く
時
代
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
た
か
た
ち
が
、
あ
る
時
期
よ
り
宮
司
に
よ
っ
て

の
み

伝
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
神
撰
と
は
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
い
ろ
ん
な
要
素
を
含
み
な
が
ら
今
に
至
っ
て
い

る
、
い
わ
ば
食
の
あ
ゆ
み
で
も
あ
る
。
こ
の
頭
屋
行
事
が
、
近
江
の
地
に
多
く
み
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

れ

る
オ
コ
ナ
イ
の
性
格
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
が
故
に
、
如
実
に
そ
れ
を
あ
ら
わ
す

餅

な
ど
の
神
撰
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
地
域
の
産
物
も
あ
る
。
「
め
す
し
」
の
場
合
、

古
来
は
鮒
鮨
で
あ
っ
た
し
、
「
雀
」
は
雁
や
鴨
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
老

杉
神
社
行
事
録
）
。
日
常
的
な
食
材
で
は
牛
募
や
大
根
が
あ
り
、
ハ
レ
の
儀
で
あ
る

が
故
に

使
う
非
日
常
的
な
も
の
と
し
て
鯛
や
カ
マ
ス
に
海
藻
類
、
そ
し
て
特
殊
神
撰

と
し
て
の
銀
葉
が
あ
る
。
銀
葉
は
そ
の
成
分
か
ら
し
て
、
菓
子
の
あ
つ
か
い
と
思
わ

れ

る
。
な
お
海
の
幸
は
、
海
に
接
し
て
な
い
地
方
ほ
ど
神
撰
に
占
め
る
割
り
が
高
い
。

こ
の
祭
り
の
神
饅
の
場
合
は
、
そ
の
点
極
め
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
神
饅
と
い

え
よ
う
。
ま
た
御
苧
桶
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
童
女
が
手
に
持
っ
て
社
参
す
る
が
、
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古
来
の
頭
上
運
搬
の
な
ご
り
を
残
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

神
撰
は
神
社
の
決
め
ら
れ
た
場
所
に
献
僕
さ
れ
（
献
撰
一
覧
図
を
参
照
）
、
撤
僕

な
っ
た
神
鱗
は
各
村
に
持
っ
て
帰
ら
れ
る
。
し
か
し
さ
ら
な
る
撤
下
先
が
あ
る
。
応

神
天
皇
な
ど
を
祀
っ
た
境
内
社
の
別
膳
は
、
市
場
（
八
幡
さ
ん
）
へ
撤
下
。
恵
比
須

大

神
な
ど
を
祀
っ
た
境
内
社
の
別
膳
は
、
馬
場
（
大
将
軍
社
）
へ
撤
下
。
拝
殿
の
別

膳
は
昔
蛇
縄
に
か
か
わ
っ
た
「
ア
ル
キ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
地
下
人
に
撤
下
さ
れ
た

が
、
今
は
宮
司
の
も
と
へ
。
お
旅
所
の
別
膳
は
昔
は
下
笠
城
主
の
中
将
権
左
衛
門
に

撤
下

さ
れ
た
が
、
今
は
お
旅
所
守
の
崇
敬
者
へ
。
さ
ら
に
境
内
稲
荷
社
の
別
膳
と
天

照
皇
大
神
に
供
え
た
膳
一
式
は
、
宮
司
へ
撤
下
さ
れ
る
。
こ
こ
に
も
伝
承
と
は
い
え
、

神
僕
撤
下
先
と
の
古
き
つ
な
が
り
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
神
撰
撤
下
は
神
と

人
と
の
強
い
精
神
的
紐
帯
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

さ
て
頭
屋
行
事
に
つ
い
て
は
、
延
長
と
し
て
三
月
二
十
四
日
・
四
月
二
十
八
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
じ
ば
ん
づ
き

両
日
に
行
わ
れ
る
「
御
地
盤
築
」
と
い
う
巨
大
な
神
離
づ
く
り
が
あ
る
。
な
か
で
も

三

月
三
十
日
に
は
御
地
盤
内
に
お
い
て
籔
取
り
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
「
お

馬
の
神
」
の
役
を
決
め
る
儀
式
で
あ
る
。
お
馬
の
神
は
五
月
三
日
の
例
祭
に
て
大
役

を
果
た
す
が
、
頭
屋
行
事
に
み
ら
れ
る
祭
祀
組
織
と
は
全
く
関
係
を
異
に
し
て
い
る
。

例
祭
に
は
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
も
み
ら
れ
、
中
世
芸
能
の

系
譜
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
お
馬
の
神
同
様
、
村
（
座
）
と
の
つ
な
が
り
を
祭

祀
形
態
に
留
め
て
い
な
い
。

　
現
行
祭
祀
に
お
い
て
、
村
と
の
古
い
関
係
を
残
し
て
い
る
の
は
頭
屋
行
事
に
限
ら

れ
、
そ
こ
で
は
特
殊
神
饅
が
調
製
さ
れ
て
い
る
。
祭
礼
や
芸
能
は
時
代
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
ま
し
て
や
現
在
に
お
い
て
は
そ
の
規
模
か
ら
社
会
的
経
済
的
理
由
で
改

組
の

う
え
存
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
神
僕
は
祭
り
全
体
の
規
模
か
ら
い
え
ば

小

さ
な
も
の
で
あ
り
、
原
形
を
保
ち
や
す
い
。
し
か
し
祭
り
に
と
っ
て
重
要
な
位
置

を
占
め
て
お
り
、
神
聖
さ
を
必
要
と
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
秘
儀
で
あ
れ
ば
、
な
お

さ
ら
継
承
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
神
撰
と
祭
祀
儀
礼
の
関
係
か

ら
み
れ
ば
、
頭
屋
行
事
の
み
が
村
と
の
接
点
を
も
つ
祭
り
と
し
て
残
っ
た
理
由
が
明

ら
か
と
な
ろ
う
。

ま
と
め

　

下
笠
の

中
世
村
落
の
形
態
を
知
る
と
と
も
に
、
頭
屋
行
事
を
通
し
て
祭
祀
と
神
僕

の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
も
と
よ
り
老
杉
神
社
の
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
一
年

を
通
し
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
な
か
で
も
五
月
の
例
祭
や
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
は
、

重
要

な
祭
礼
と
し
て
位
置
付
け
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
現
在
に
お
い
て

は
、
頭
屋
行
事
の
み
「
村
」
と
の
つ
な
が
り
を
有
す
る
祭
祀
を
続
け
て
い
る
。

　
本
来
、
下
笠
地
区
の
祭
礼
は
す
べ
て
が
「
村
」
に
よ
っ
て
奉
仕
さ
れ
て
い
た
は
ず

で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
世
的
秩
序
は
、
近
世
村
落
社
会
の
な
か
で
変
換
さ
れ
、
さ
ら

に
近
代
社
会
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
激
変
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
行
政

区
画
の
変
化
は
、
大
き
く
祭
礼
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
し
、
現
在
の
社
会
変
動
も
ま
た

同
様
で
あ
る
。
逆
に
近
世
的
再
編
が
緩
慢
で
あ
っ
た
地
域
で
は
、
中
世
の
宮
座
組
織

を
残
す
場
合
は
多
い
。

　
頭
屋
行
事
は
「
村
」
に
伝
存
し
た
慣
習
で
あ
り
、
「
村
」
は
同
族
組
織
の
集
合
体

か

ら
構
成
さ
れ
た
宮
座
を
形
成
し
た
。
そ
し
て
特
殊
神
撰
の
調
進
献
供
に
よ
っ
て
展

開
し
た
神
事
は
、
八
か
村
の
結
合
を
も
意
味
し
て
い
た
。
神
僕
の
盛
大
さ
は
、
当
地

域
の
肥
沃

な
土
壌
に
裏
付
け
ら
れ
た
生
産
性
の
高
さ
か
ら
く
る
経
済
面
に
依
拠
し
た

も
の
で
あ
っ
た
し
、
同
時
に
餅
づ
く
り
等
の
祭
儀
よ
り
オ
コ
ナ
イ
的
性
格
の
強
い
も

の

で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
な
一
面
と
し
て
存
在
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
下
笠
は
近
世
に
お
い
て
も
、
村
の
座
衆
は
「
仲
間
」
と
も
呼
ば
れ
、
中
世
的
結
合

を
温
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
頭
屋
行
事
を
支
え
る
た
め
の
資
金
源
と
し
て
、
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

は
各
村
に
二
反
程
度
の
田
畑
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
頭
屋
行
事
の

存
在
こ
そ
が
、
下
笠
の
中
世
村
落
の
あ
ゆ
み
を
今
に
語
り
伝
え
る
資
料
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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註（
1
）
　
宇
野
日
出
生
・
中
島
誠
一
『
近
江
の
祭
礼
』
二
九
九
七
年
三
月
、
近
江
文
化
社
）

（
2
）
　
中
島
誠
一
・
宇
野
日
出
生
『
神
々
の
酒
肴
湖
国
の
神
撰
』
（
一
九
九
九
年
七
月
、
思
文
閣
出
版
）

（
3
）
主
な
先
行
研
究
・
調
査
報
告
・
史
料
集
等
を
年
代
順
に
記
す
。
①
『
近
江
栗
太
郡
志
』
巻
四

　
　
（
一
九
二
六
年
六
月
、
滋
賀
県
栗
太
郡
役
所
）
②
肥
後
和
男
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
二

　
　
九
三
八
年
六
月
初
版
、
一
九
七
三
年
十
二
月
復
刻
、
臨
川
書
店
）
③
井
上
頼
寿
『
京
都
古
習
志
』

　
　
（
一
九
四
〇
年
十
一
月
初
版
、
一
九
八
八
年
八
月
復
刻
、
臨
川
書
店
）
④
喜
多
慶
治
「
滋
賀
県

　
　
草
津
市
下
笠
町
の
宮
座
と
同
所
老
杉
神
社
の
神
事
に
つ
い
て
」
『
近
畿
民
俗
』
第
三
四
号
（
一
九

　
　
六
三
年
六
月
）
⑤
『
草
津
市
史
』
第
一
巻
二
九
八
一
年
七
月
、
草
津
市
役
所
）
⑥
岩
井
宏
美
・

　
　
日
和
祐
樹
『
神
撰
』
（
一
九
八
一
年
八
月
、
同
朋
舎
）
⑦
『
神
道
大
系
』
神
社
編
二
一
二
、
近
江
国
二

　
　
九
八
五
年
三
月
、
神
道
大
系
編
纂
会
）
⑧
『
い
の
り
の
か
た
ち
　
オ
コ
ナ
イ
の
諸
相
』
栗
東
歴

　
　
史
民
俗
博
物
館
開
館
一
周
年
記
念
企
画
展
図
録
（
一
九
九
一
年
九
月
）
⑨
『
祭
礼
事
典
・
滋
賀

　
　
県
』
二
九
九
一
年
十
月
、
桜
楓
社
）
⑩
橋
本
章
「
『
古
習
志
』
そ
の
後
（
五
）
ー
滋
賀
県
草
津
市

　
　
下
笠
町
の
オ
ト
ナ
組
織
…
」
『
京
都
民
俗
』
第
一
三
号
二
九
九
五
年
十
二
月
）
⑪
榎
和
子
「
エ

　
　
ト
エ
ト
祭
り
」
の
神
僕
と
そ
の
調
理
法
」
『
湖
国
と
文
化
』
七
七
号
（
一
九
九
六
年
十
月
）
⑫
『
滋

　
　
賀
県
の
伝
統
食
文
化
』
滋
賀
県
伝
統
食
文
化
調
査
報
告
書
（
一
九
九
八
年
三
月
、
滋
賀
県
教
育

　
　
委
員
会
）
。

（
4
）
　
座
を
「
村
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、
近
江
に
お
い
て
は
類
例
が
多
い
。
萩
原
龍
夫
氏
は
『
中

　
　
世

祭
祀
組
織
の
研
究
』
（
一
九
六
二
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館
）
の
な
か
で
、
下
笠
の
八
か
村
の

　
　
座
に

つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

（
5
）
　
現
在
に
お
け
る
八
か
村
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
各
村
の
オ
ト
ナ
衆
よ
り
全
人
名
を
聞
き

　
　
出
し
、
住
宅
地
図
（
『
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
九
五
』
草
津
市
、
許
可
番
号
Z
O
l
A
l
第
八
七
号
）

　
　
上

に
、
各
村
ご
と
に
色
分
け
し
て
「
下
笠
町
地
域
分
布
図
」
を
作
成
し
た
。
な
お
住
宅
地
図

　
　

と
い
う
性
格
の
関
係
上
、
全
人
名
が
色
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
ま
た
各
村
の
構
成
員
名
簿
に
記
さ
れ
た
人
名
と
所
属
地
域
（
字
名
）
が
、
現
行
政
区
域
（
字

　
　
名
）
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
明
治
以
降
の
行
政
区
割
り
が
要
因
か
と
思

　
　
わ

れ

る
が
、
地
元
の
構
成
員
名
簿
こ
そ
旧
態
の
な
ご
り
を
今
に
残
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
平
成
八
年
段
階
で
は
、
八
か
村
の
総
軒
数
は
五
＝
軒
。
（
参
考
ま
で
に
下
笠
町
の
総
軒
数

　
　

は
八
〇
四
軒
、
人
口
は
三
二
八
四
人
で
あ
る
〔
平
成
七
年
度
〕
）
。
明
治
四
年
の
村
戸
数
に
つ
い

　
　
て

は
、
「
栗
太
郡
第
七
区
下
笠
村
画
図
（
地
検
取
調
総
絵
図
）
」
に
よ
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
①
馬
場
一
九
軒
②
下
出
四
三
軒
③
井
之
元
二
八
軒
③
市
場
二
八
軒
④
北
出
五
一
軒
⑤
寺
内
三

　
　
〇

軒
⑥
南
出
五
〇
軒
⑦
小
屋
場
四
二
軒
⑧
小
屋
場
浜
一
七
軒
で
、
合
計
三
〇
八
軒
。
古
来
の

　
　
八
か

村
と
旧
下
笠
村
域
八
地
区
を
比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
三
〇
八
軒

　
　

と
い
う
数
値
は
江
戸
期
の
村
戸
数
と
も
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
座
を
構
成
し

　

た
八
か
村
の
全
戸
数
も
概
ね
か
か
る
軒
数
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　

な
お
江
戸
時
代
の
下
笠
村
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
山
元
家
（
老
杉
神
社
神
主
家
）
文
書

　

以
外

は
、
頭
屋
行
事
に
か
か
わ
る
七
か
村
（
今
村
の
み
文
書
な
し
）
の
場
合
、
各
共
有
文
書

　

と
い
う
所
有
名
で
残
っ
て
い
る
。
内
容
は
全
て
祭
礼
行
事
に
か
か
わ
る
も
の
ば
か
り
で
、
近

　
　
世
の
生
活
史
を
あ
ら
わ
す
地
方
文
書
は
残
存
し
て
い
な
い
。

（
6
）
　
「
神
事
記
録
」
は
、
現
在
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
宝
徳
四
年
四
月
十
六
日
付
老
杉
神
社
社
殿
棟
木
銘
（
山
元
家
文
書
）
。

（
8
）
　
神
社
に
は
神
事
田
が
あ
り
、
村
に
よ
っ
て
責
任
を
持
ち
耕
作
し
て
い
た
。
祭
礼
費
用
に
あ

　
　
て
る
た
め
の
重
要
な
神
田
で
あ
っ
た
（
弘
治
二
年
〈
一
五
五
六
〉
正
月
十
二
日
付
十
禅
師
村

　
　
神
事
田
請
状
、
山
元
家
文
書
）
。

（
9
）
　
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
三
月
四
日
付
「
十
禅
師
村
も
ろ
と
顔
付
控
」
（
山
元
家
文
書
）
と

　
　
題
さ
れ
た
横
帳
で
は
、
モ
ロ
ト
の
名
簿
が
知
ら
れ
る
（
慶
応
四
年
三
月
四
日
付
「
十
禅
師
村

　
　
入
用
帳
」
（
十
禅
師
村
帳
箱
文
書
〈
佃
家
保
管
〉
）
に
も
「
顔
付
」
が
知
ら
れ
る
）
。
近
隣
村
落
に

　
　
も
中
世
以
降
モ
ロ
ト
（
座
中
の
者
の
意
、
諸
人
と
も
書
す
）
の
名
は
多
く
知
ら
れ
て
お
り
、

　
　
下

笠
に
お
い
て
も
比
較
的
古
い
頃
よ
り
モ
ロ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
幟
に
書
き
込
ま
れ
る
歌
に
は
、
古
来
よ
り
村
人
が
祭
り
に
思
う
素
朴
な
気
持
ち
が
綴
ら
れ

　
　
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
思
い
の
ま
ま
に
書
く
人
が
少
な
く
な
り
、
雛
型
に
そ
っ
て
つ

　
　
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
今
村
の
歌
八
首
を
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
「
神
主
に
教
え
乞
い
つ
つ
村
人
や
」
　
　
　
「
今
村
の
村
人
つ
ど
い
老
長
た
ち
」

　
　
　
　
「
エ
ト
エ
ト
と
老
長
に
連
ら
れ
今
村
や
」
　
「
村
人
が
蛇
縄
づ
く
り
大
鳥
居
」

　
　
　
　
「
竹
切
り
や
寒
さ
堪
え
宮
の
森
」
　
　
　
　
「
厳
か
に
エ
ト
エ
ト
唱
え
老
人
た
ち
」

　
　
　
　
「
今
村
に
廻
り
来
た
り
て
お
こ
な
い
や
」
　
「
エ
ト
エ
ト
や
朝
日
昇
り
て
道
歩
く
」

（
1
1
）
　
本
稿
掲
載
の
「
老
杉
神
社
行
事
録
」
は
、
先
代
宮
司
山
元
一
義
氏
の
書
写
に
な
る
も
の
。
こ

　
　
れ

は
大
正
八
年
に
先
々
代
宮
司
山
元
吉
治
氏
の
書
写
本
を
写
し
た
も
の
。
元
と
な
る
古
帳
は

　
　
不
明
。

（
1
2
）
　
中
澤
成
晃
『
近
江
の
宮
座
と
オ
コ
ナ
イ
』
（
一
九
九
五
年
二
月
、
岩
田
書
院
）
。

（
1
3
）
獅
子
村
文
書
箱
上
蓋
裏
書
に
は
、
「
弘
化
五
戊
申
春
獅
々
村
仲
間
安
政
四
年
巳
三
月
」
と

　
　
あ
る
。

（
1
4
）
　
高
谷
三
好
氏
（
獅
子
村
ホ
ン
オ
ト
ナ
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。

付
記
　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
神
事
の
調
査
全
般
な
ら

び

に
史
料
の
閲
覧
・
公
開
に
お
い
て
は
、
老
杉
神
社
宮
司
の
山
元
義
清
氏
に
多
大
の
ご
高
配
を
賜
っ

た
。
ま
た
今
村
に
お
け
る
調
査
で
は
、
老
長
の
小
寺
善
四
郎
氏
、
ご
子
息
の
小
寺
善
一
氏
を
始
め
、

今

村
の
オ
ト
ナ
衆
や
小
寺
家
ご
家
族
・
ご
親
戚
の
方
々
に
は
、
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た

他
の
七
か
村
の
オ
ト
ナ
衆
の
面
々
、
な
か
で
も
獅
子
村
の
高
谷
三
好
氏
に
は
種
々
の
ご
教
示
を
賜
っ
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た
。
そ
の
ほ
か
に
は
神
事
に
か
か
わ
る
諸
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
八
杉
淳
氏
（
草
津
宿
街
道
交
流

館
）
・
岩
間
一
水
氏
（
草
津
宿
街
道
交
流
館
）
・
井
上
優
氏
（
滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
）
・
明
珍
健
二
氏

（大
阪

市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
を
は
じ
め
、
ま
た
写
真
撮
影
や
そ
の
整
理
等
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
岸
妙
子
氏
（
京
都
女
子
大
学
大
学
院
）
・
木
村
知
子
氏
（
平
安
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
対
し
、

心

よ
り
深
甚
の
謝
意
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
本
論
を
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
提
出
し
た

後
に
『
同
館
研
究
報
告
』
第
九
一
集
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
、
橋
本
章
「
長
老
制
に
つ
い
て
の

再
検
討
ー
近
江
・
下
笠
の
事
例
か
ら
ー
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
本
論
に
は
同
氏
の
研
究
成
果
を
反
映

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

（京
都
市
歴
史
資
料
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇

〇
〇
年
七
月
四
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
十
｝
月
五
日
審
査
終
了
）
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The　Stlucture　and　Function　of　Village　Festivals：The　Case　of　Tbya　Events

at　Shimogasa－cho　in　Kllsatsu　Ci防Shiga　Prefecture

UNO　Hideo

Shimogasa－cho，　in　Kusatsu　City，　Shiga　Pre允cture　is　a　community　located　near　the　eastern　part　of

the　south　end　of　Lake　Biwa，　and　has　been　developed　as　fertile　fields．　In　this　area　it　is　possible　to

identify　villages　that　developed　in　the　Middle　Ages，　and　it　also　serves　as　an　impor七mt　point　from

which　to　position　the　relationship　between　festivals　and　shinsen　（food　offerings　to　the　gods），

through　rituals　held　by　the　toya（family　on　duty）．

　　　Atraditional　toya　event　in　Shimogasa　involved　the　za　of　eight　villages　including　the　Oisugi　Ji可a

shrine．　These　eight　villages　do　not　correspond　to　the　administrative　districts（11　districts）that　exist

in　Shimogasa－cho　today　at　alL　The　old　eight　villages（eight　districts）consisted　of　Tbno－n（卜mura，

Hosootoko－mura，　Oh－no－mura，　Shishi－no－mura，　Hoko－no－mura，　Tenoh－mura，　Juzenji・mura，　and　Ima－

mura，　and　every　year，　in　this　order，　these　villages　took　turns　being　responsible　for　the　toya　events

for　that　year．　Each　village　was　fo㎜ed　through　blood　rela60nships皿d　was血e　basic　unit　of　daily

life　and　ritual．　From　the　Shinji　Kiroku（“Shrine　Rituals　Record”）we　can　identify　festival　events　and

af緬rs　from　the　latter　half　of　the　fburteenth　century　through　the　6rst　ha妊of　the　sixteenth　century

The　importance　of　the　contribution　of　the　miyaza（council　of　elders　who　represented　families　who

claimed　association　with　a　local　shrine　and　who　annually　elected　a　shrine　ofncial　to　rlln　festivals）in

the　above－mentioned　eight　villages　is　particularly　evident．　However，　among　the　various　festivals　at

the　Oisugi　Jinja　shrine　in　present　times，　these　toya　events　are　the　only　festival　events　that　involve

those　eight　villages．

　　Another　important　part　of　the　festival　ritual　was　the　preparation　and　presentation　of　special　Ibod

of飽rings　to　the　god，　which　were　performed　at　the　toya’s　house．　In　addition，　on　the　day　of　the　festi－

val，　the　protocol　for　presenting　and　taking　back　the　offerings　show　some　traces　of　the　old　forms　of

festival　organization．　In　this　paper　I　intend　to　elucidate　the　structure　and　function　of　village　festivals

through　toya　events，　based　on　the　above．
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頭屋行事写真

①頭屋宅全景

②頭屋宅表玄関（人形・幟が差されている）

l
」

iパ｛］

　窪窪糠

爾

麟
擁

×1

③頭屋宅出入ロ全てに注連縄を張る

④内清の儀

253



⑤蛇縄をつくる（1）

懸
「
難

影
徽
‘
⇔
ー

灘 藤

元

⑥蛇縄をつくる（2）

⑦蛇縄の頭部（シュロでつくる）

べ

　　　ぼs≒

　　　　　へ〆畷嚇

⑧蛇縄の完成

⑨今村の頭屋の一族衆

　（蛇縄をかこむ）



＜⑬括縄をつくる

⑪人形と折敷をつくる

⑫人形の顔をつくる

難

響一

⑭折敷をつくるレ1難

謬



⑮牛募を切る ⑯束牛芽をつくる

⑰束牛募の完成

⑱大根を切る ⑲東大根の完成

⑳御苧桶



⑳幟をつくる

熱雛

⑫人形に着物を着せる

げ
鴫

営
》

　　　　　
ー
ざ
s

～

蟹

⑳人形の完成

i
＼

⑳束牛募に人形を差す

⑳青海苔の調製 ⑳荒　布
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⑰雀の調製

⑳めすしをつくる

⑪めすしの完成

⑱雀

⑳ボテジャコを差す
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⑫昼食の風景

を③じ杉w

灘

※ ＿ぶ 式舞難

　　．緩
巨繰綴頴ぷ

襲
継
．
ぽ
難
撚

⑬毎食前に老長（左端）からあいさつが行われる

⑭幟に歌が書かれる

㍉

⑮ホンダワラを刻む

訓

⑯餅米を洗う



⑰銀葉つくり（米粉に湯・ホンタワラ・

　煎胡麻を混ぜる）（1）

⑱蒸す（2）

⑲掲く（3） ⑳延はす（4）

＜㊨定型に切る（5）

⑫定型に切る（6）レ



ぺ

覇

魂謹

⇔折敷に角切大根を盛る（7＞ ⑭六角形状に積み上ける（8）

⑮六角形状に積み上ける（9）

⑯銀葉の完成（10）

⑰銀葉（11）

261



⑱御供掲きの道具類 ⑲フネに蒸し上がった御供を載せる

⑳御供を薦に載せる

⑬御供の完成

⑳最初に老長が御供を掲く

⑫御供を括縄で縛る

⑳神誤棚に並へられる

262



灘難蝶葦聾撤蝦灘難
の　　ビの　ド　　　　ぺ

・磐撚鰯叉芯芯

鰺ノ以 灘田

〉溢㈱ぷ籔v

：聡
瀞壌※購滞

　　ぷぷ

、

難灘
欝難

聾
＿ぷ議灘

ぴ琴巨

⑮初の膳

べをぷ翻外

ぺ
⑰別の膳

⑯二の膳

⑱神誤棚の風景

263



⇔老杉神社本殿

蚕鼎係頴
念
燃
㌘灘

・

℃

乞　
　
ぷ
邪

⑳老杉神社拝殿

⑳左義長の組立て ⑫左義長の組立て完了

264



⑬粕酒肴

⑯神6巽が頭屋宅玄関に並べられる（2）

⑭鋤など一式

⑮神誤が頭屋宅玄関に並べられる（1）

⑰神誤が頭屋宅玄関に並へられる（3）

⑱神誤が頭屋宅玄関に並へられる（4） ㊨神誤が頭屋宅玄関に並べられる（5）

265



⑳社参（先頭風景

⑫社参（産女と御苧桶）（3）

　　　　⑪社参（先頭風景）（2）

先頭は老長）（D

⑬社参（神僕を担ぐパ4）

　　　　　　　　　⑮社参（本殿前に神撰が並べられる川D

⑭社参（左義長点火の横を通り境内へ）（5） 266



⇔本殿に献饅

⑰各境内社に献饅（1）

⇔各境内社に献饒（2）



⑲鳥居に蛇縄が吊られる（1）

⑳鳥居に蛇縄が吊られる（3）

⑳鳥居に蛇縄が吊られる（2）

⇔鳥居に蛇縄が吊られる（4）

㊨撤　饅

268



懸灘

齢　恕教

㌘

攣

⑳拝殿着座の各老長前に配膳される

謬

灘叢蟻

⑮配膳完了

⑯宮司よりあいさつ ⑰御神酒がふるまわれる

⑳神事、直会終了

1鞘麟
　　　珍

情　鱗

⑲各老長は神饅を持ち帰る

　、簸蓑ぶ∀
壕緩
灘藻鰯遷

269



⑳御地盤築

⑫御地盤に使う人形

⑭御地盤の飾りつけ

⑧御地盤にて祭典

鰺

⑬人　形

⑮完成した御地盤にて祭典

270



（⑯鐘i取り（1）

㊨籔取り（2） ⑱鐵取り（幣より籔が扇Lに落ちる）（3）

⑲籔取り（籔の披露）（4）
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